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白糸台小学校の教育について（前期を振り返って）アンケート結果 

 

 ６月から７月に実施した前期保護者アンケートにご協力くださり、ありがとうございま

した。皆様からいただいたご回答の集計及び考察を以下にお示しします。 

学校・家庭・地域が協働し、児童の願いをかなえる学校づくりを目指して活用していき

ます。引き続き、ご理解とご協力をよろしくお願いします。 

 

 

【学校に関する項目】 

 
 

 

令和５年９月１日 

特別号 

学校だより、保健だより、学年・学級・専科だよりを主として、学校の様子を発信し

てきました。今後はブログを活用するなど、学習活動や学校生活の様子を、できる限り

知っていただけるよう努めていきます。 

また、令和５年度２学期より、スマート連絡帳で学校（学年）だよりを配信します。

詳しくお伝えする内容に関しては、別紙として配布する予定です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎月、計画的に避難訓練を実施しています。火災や地震だけでなく、不審者対応や電

源喪失など、様々な想定での訓練を行っています。 

「おかしひも」の言葉を確認し、自分の命を守ることが、他人の命も守ることにつな

がっていくと意識を高めるようにしています。 

教職員は、不審者対応訓練を夏休み中にも行い、緊急時の対応力も高めています。 

毎月、教職員が担当の施設の安全点検を行っています。屋内外問わず、不具合を見付

けたら、迅速に修繕等の対応を取っています。  

改善要望の多かったトイレの修繕に関しては、夏休み中から２学期にかけて行いま

す。可能な限り、授業に影響のない工程を組みましたが、期間中使用できるトイレを制

限するなど、生活のルール変更があります。 

１学期、教室の水道の蛇口が外れることがありました。 

今後の対応を検討しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者会を通して、授業や学校生活の様子を夏休みの個人面談で、お子さん一人一人の

成長、課題等についてお伝えしました。必要に応じて、ノートの連絡帳や電話等で様子を

伝え合うなど、家庭と学校との連絡を密に取るようにしています。 

スマート連絡帳で出欠確認を連絡していただくようお願いしています。決まった時間ま

でに連絡していただきますようお願いします。 

各学年の学習課題を取り上げ、教員が児童一人一人の理解度に合わせて、授業内容や

課題設定を工夫して進めています。 

昨年度から引き続き、学校全体で国語の研究を進めています。読み取りや話し合いな

ど、児童の力が着実に付いてきています。 

学力調査（国語・算数）の結果からは、白糸台小学校は、全国や東京都の平均より数値

が高く、基礎的基本的な学力が定着していると考えられます。 



 

 

 

 

 

 

【ご家庭に関する項目】 

 

 

 

 

 

 

 

学校生活のあらゆる場面で、児童とコミュニケーションを深め、児童理解に生かして

います。クラス担任だけでなく、学年や学校全体で子供の様子を見て、教員は積極的に

子供に声を掛けるようにしています。児童理解に関する会議等も行っており、教員同士

が子供の様子を伝え合うこともしています。 

また、SC（スクールカウンセラー）や学習支援員等とも連携し、組織的な児童理解に

努めています。 

ほとんどのご家庭が、お子さんの声を受けとめようとしてくださっています。各ご家

庭が子供たちの声を受けとめていることが、本校の子供たちの心の安定につながってい

ます。今後とも、ご家庭での取り組みをよろしくお願いします。 



 

 

 

 

 

【お子さんに関する項目】 

 

 

 

 

 

 

 

９割以上のご家庭で学校や友達の話題が挙がっています。授業の様子だけでなく、休

み時間や給食の時間など、多くの話題が出ていることと思います。 

２学期は、運動会や展覧会などの行事等があります。ご家庭でも、話題にしてみてく

ださい。 

コロナ禍前の学校生活が少しずつ戻ってきました。友達との関わり方も以前と同じよ

うに触れ合えるようになりました。同学年はもちろん異学年での交流が、白糸台小学校

の全校児童と仲良くなる機会だと考えています。 

しかし、学校生活の中で最も多くの時間を過ごすのは、授業の時間です。授業の中で

「できた」「分かった」と感じる瞬間と、友達に認めてもらえる経験を多くもてるよう授

業改善を図ってまいります。さらに、学習や友達関係で悩んでいる児童に気付き、声を

掛けるなど、教職員でサポートしながら、楽しい学校生活の基盤を作っていきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

朝の挨拶だけでなく、感謝の挨拶など、人と触れ合う中で必要な挨拶は数えきれない

程あります。これは、言葉遣いも同じで、普段の生活の中で自然と出てくるものです。

教員が率先して見せることで、児童からも自然と挨拶や正しい言葉遣いができるように

していきます。 

また、早寝早起きや朝食の摂取等、家庭での生活習慣に関しては、学校で必要性を指

導いたします。ご家庭でも実践できるよう協力いただければと考えています。 

昨年、一昨年と年々「身に付いていると思う」割合が減ってきています。学校では基

礎基本を学び、家庭では習ったことの復習をすることで、学習内容を定着させています。

学校から、家庭学習の必要性を伝えていきますが、ご家庭でも学習時間の確保や支援、

指導をお願いします。 


